
　　　　

あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等 ・親子行事（年２回）　　・参観日（午前クラス年２回・夕方クラス月1回程度）　　・電車遠足（9月又は10月）　　・それもあり会（保護者の会　年２回）

家族支援

・モニタリング会議でお子さんの様子と課題の共有をします。
・ペアレントトレーニングを月1回実施します。
・参観日、親子行事での支援場面を通じた学びの機会を提供します。
・保護者の会での支援講習や悩みの相談会を実施します。

移行支援
・モニタリング会議でのお子さんの様子と課題の共有をします。
・所属する園と、情報と支援の共有をします。
・年長児は就学先となる学校への情報提供を行います。

地域支援・地域連携
・必要に応じて医療機関への情報共有を行います。
・『ぼく・わたしの成長記録』の活用。

職員の質の向上
・各種研修会等へ参加し、スタッフのスキル向上を目指します。
・専門の先生を交えた職員会議を開きます。

支　援　内　容

・お子さんの食事、排泄、睡眠、衣服の着脱、身の回りを清潔にすること等の生活に必要な基本的技能を獲得できるよう、生活の場面における環境の工夫を行いながら、お子さんの状態に
応じて、適切な時期に適切な支援をします。

・日常生活に必要な動作の基本となる姿勢保持や上肢・下肢の運動動作の習得、向上を図ります。
・個々が持っている視覚・聴覚・触覚・嗅覚・固有覚・前庭覚等の感覚を十分に活用できるように、遊びを通して支援します。

本
人
支
援

・一人一人の認知の特性を理解し、それらを踏まえ、個々に合った感覚遊び、集団遊び、個別活動を行っていきます。
・色・形・音・大小・数・重さ・空間・時間等の基礎概念の獲得を、遊びを通して楽しく学べるよう支援します。

・生活やコミュニケーションに必要な語彙を、遊びや保育士・友だちとのやり取りの中で増やしていけるよう支援します。
・少人数の関わりの中で、自分の思いや考えを相手に伝えたり、相手の思いや考えを聞いたりする経験を積みます。

・集団での生活、遊びなどに必要なルールや手順の獲得を、個々に合った方法を探り支援していきます。
・安心安全な環境の中で、人との関わり、苦手な事への向き合い方などの経験を積みます。

支援方針
・お子さんが安心できる環境で、自分の力を活用して遊び、毎日を楽しく過ごせるよう、専門的な視点から発達の促進と少人数対応の丁寧な療育の教室「ひまわりの芽」を提供します。
・教室をきっかけに、その力が家族との生活、日々の園での生活、これからの将来につながる力となるようサポートしていきます。

営業時間 送迎実施の有無９時００分から１８時００分まで

法人（事業所）理念 お子さんの未来のため、お子さんの意思を尊重しながら、支援の輪を広げていきます。

事業所名 ＮＰＯ法人キッズウィル　たからばこ 児童発達支援支援プログラム 作成日　令和６年１０月１日


